
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

11 月 内  容 場   所 12 月 内  容 場   所 

10 日（火） 
〃 
12 日（木） 
13 日(金) 
17 日(火) 
18 日（水） 
26 日（木） 

組織強化委員会 
広報委員会 
（11 月定例）三役会 
⻘年部献⾎活動 
金融審査委員会 
商工会全国大会 
（11 月定例）理事会 

名護市商工会・会議室 
名護市商工会・会議室 
名護市商工会・会議室 
イオン名護駐車場 
名護市商工会・会議室 
東京都 
名護市商工会・会議室 

8 日（火） 
〃 
10 日（木） 
15 日（火） 
17 日(木) 
28 日（月） 

組織強化委員会 
広報委員会 
（12 月定例）三役会 
金融審査委員会 
（12 月定例）理事会 
御用納め 

名護市商工会・会議室 
名護市商工会・会議室 
名護市商工会・会議室 
名護市商工会・会議室 
名護市商工会・会議室 
 

名護市商工会 行事経過及び予定 

令和 2 年 10 月現在の会員数 ： １,759 件 ※順不同 

コロナ禍の真っ只中ですが、感染されました皆様には心からお見舞い申し上げます。また、事業経営に多大な苦

難を強いられている皆様には、これまで培ってこられました経験や創意工夫あるいは国、県、名護市の各種施策を

活用してこの困難を克服していただきますようお願い致します。 

 さて、会報誌「From 商工会」100 号を発行させていただきます。これまで発行を続けて来られましたのは、ひと

えに会員の皆様及び名護市をはじめとする関係者の皆様のご支援の賜物であり、また歴代の担当者や職員及び広報

委員会の皆様のご努力の賜物であります。厚く御礼申し上げます。 

 2012 年の 5 月の総代会後、小渡事務局長に、商工会の活動状況や商工会にある各種情報を会員の皆様に直接お届

けする会報誌を発行してもらいたいので、毎月定期的に発行することや会員の皆様のお手元に確実に届く方法及び

紙面構成などを検討するようお願いしました。これに対し事業計画や予算措置も行われていない中の指示に困惑し

ていましたが、早速検討を行い、経費に充てるため広告を募ることや郵送により配布を行うことなどを決めるとと

もに企画制作担当者に安里昌浩経営指導員を指名しました。安里経営指導員は直ちに会報誌の名称や紙面構成を決

め発行の準備に入り、同年 7 月に第 1号を発行しました。2016 年 8 月号からは全職員が「From 商工会」に関わるこ

とを目的に「職員リレー通信」がスタートし全職員が交代で原稿を書き、2017 年 5 月号からは広報委員会が編集に

加わり、取材及び記事のレイアウトや書き方などについて担当職員を支援しています。人事異動等により担当職員

は幾人か交替しましたが、各担当職員は経営改善普及事業や各種融資及び補助金申請支援等で忙しい中、会員の皆

様に商工会の活動状況や情報をお届けしようと工夫を凝らしながら編集し、発行を続けております。 

 会員の皆様から、度々「From 商工会を読んだよ」とか「From 商工会が届くのが楽しみだ」というお言葉を頂きま

す、いろいろと困難もありますが、皆様から評価して頂けるのは大変ありがたく思うとともに励みになります。今

後も改善を重ね、より皆様のお役に立つ「From 商工会」作りに努めて参りますので、ご支援ご協力を賜りますよう

よろしくお願い致します。 

令和 2 年 11 月 26 日に名護市商工会第 8 回理事会が開催されました。承認された議案は以下の通りです。 
 

・議案 1：新規会員加入申込みの承認について、29 件の事業所が承認されました。 
 

 

 

 

・議案 2：From 商工会 100 号記念誌の発刊について報告が行われました。 
 

 

 

名護市商工会会長 金城 哲成 

 

 

社労士無料相談会のお知らせ 

名護市商工会では、名護市、グッジョブ相談ステ

ーション、働き方改革推進センターのご協力をいた

だき、下記要領で社労士無料相談会を開催しており

ます。新型コロナウイルス感染症の影響による雇用

調整助成金利用相談も可能ですので、是非ご活用下

さい。 

  

◆ 日  時： 12/10（木）、12/11（金）、12/16（水）、

12/17（木）12/18（金）、12/24（木）、12/25（金） 

◆ 場  所：名護市商工会 

◆ 予  約：要事前予約（定員に達し次第〆切） 

℡ 0980-52-4243 

名護市商工会では、てぃだ法律事務所のご協力を

いただき、下記要領で月一回の無料法律相談会を開

催しております。事業上の経営問題やその他一般の

法律問題に関し、経験豊富な弁護士が秘密厳守に

て、無料で相談に応じます。お気軽にご相談下さい。 

◆ 日  時：毎月第三土曜日開催 

◆ 場  所：名護市商工会 

◆ 対  象：名護市商工会会員 

◆ 予  約：要事前予約 

（相談日の週の火曜日午後 5 時まで） 

℡ 0980-52-4243 

 

法律無料相談会のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

・議案 3：名護市議会議員との意見交換会（案）が承認されました。 
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From 商工会 100 号記念企画 歴代担当職員メッセージ From 商工会 100 号記念企画 広報委員会インタビュー 

From 商工会 100 回発刊おめでとうございます。 

振り返ってみますと 8 年前、平成 24 年に金城哲成会長より、会員さ

んとの情報共有と商工会活動内容の周知手段として、毎月発行を目指

した会報誌制作のご指示を受けたのが最初でした。当初担当者として

掲載記事の収集や構成に苦慮したことを今でも記憶しております。  

現在、与那原町商工会において事務局長の職を頂いておりますが 

本商工会でも会報誌「かふ～通信」を発行し、会員さんとのコミュニ

ケーションを図っております。これも名護市商工会で得た貴重な経験

を活かした賜物と感謝申し上げる次第です。From 商工会 100 回発刊記

念にあたり名護市商工会様の更なるご活躍と貴会員様のご繁栄を祈念

申し上げます。 
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発行 100 号、誠におめでとうございます。 

広報委員の事務局として陰ながら支えることがで

き光栄でした。今も入稿前はパタパタしているので

しょうか。忙しくも楽しい活動だったと思います。 

今後の更なる発展をお祈りするとともに、商工会

会員の皆さま方へ発信し続けることで地域社会を

盛り上げることを期待しております。 

この度は、名護市商工会広報誌「From 商工会」

が 100 号を迎えられたことを心よりお祝い申し上

げます。 

 さて、私が名護市商工会に所属し広報誌を担当致

しましたのは令和元年度の 1 年間になります。商工

会や名護市内のイベント等を紹介していくなかで、

私自身も名護の魅力を再発見することができ、楽し

みながら広報誌を作成していたことを思い出しま

す。未筆ながら、名護市商工会の一層のご発展と皆

様方のご活躍を祈念致しまして、お祝いの言葉とさ

せていただきます。 

 

平成 24 年 7 月号（創刊号）～ 

平成 28 年 3 月号担当職員 

安里 昌浩 指導員（当時） 

平成 28 年 4 月号～ 

平成 29 年 6 月号担当職員 

大城 昇洋 指導員（当時） 

平成 31 年 4 月号～ 

令和 2 年 3 月号担当職員 

山城 三樹雄 指導員（当時） 

（左下より、担当職員 與儀、比嘉委員） 

広報委員会メンバー 

 
（左上より宮里委員、上間委員長、金城委員） 

青年部 令和元年第 41 回名護夏まつり     

広報委員会の様子   

歴代担当者の皆様、メッセージ 
ありがとうございました！ 

女性部 令和 2 年花いっぱい運動    
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女性部活動報告 北部支部視察研修～恩納村観光・文化施設～ 

「おやつの桜茶屋」 

今年 4 月に大南にオープンした「おやつの桜茶屋」はたい焼

き、大判焼きを中心に取り扱うおやつ屋さんです。店主の諸喜

田氏は「地元の小さな子ども達からお年寄りまで気軽に立ち寄

って、美味しいおやつを食べられるお店を作りたい」との思い

で当店をオープンしました。  

イチオシ商品の「たい焼き」は餡子たっぷりで生地にもこだ

わり、上品な甘さと冷めてもふんわりとした食感が楽しめる一

品です。今後は名護の特産品を使った商品も開発予定とのこ

と。是非一度お立ち寄り下さい。  

◆ 場 所：名護市大南 2-9-1 1 階  

◆ 連絡先：0980-54-2039 

◆ 営 業：11 時～18 時、日曜定休 

マル経融資制度ついて 

事業継続に向けた相談対応窓口について 

 名護市商工会では、事業の継続に関するお悩みや課題についての相談対応窓口を設置しています。「売上増

加策」、「資金繰りの安定化」、「事業承継」、「新規事業展開」、「事業転換や撤退、廃業」など、幅広い内容に

ついて無料でご相談が可能です。是非ご活用下さい。 

 

◆ 日  時： 12 月 10 日・24 日（毎月第 2・第 4 木曜日） 

◆ 場  所：名護市商工会 

◆ 予  約：要事前予約  ℡ 0980-52-4243 

 

 

秘密厳守 

無料相談 

 11 月 18 日(水)、東京国際フォーラムにて、第 60 回商工会全国大会が開催されました。本大会は新型

コロナウイルス感染防止のため通常より規模を縮小して開催され、沖縄県商工会連合会代表として金城

哲成会長をはじめ 8 名が参加しました。大会では功労者に対する表彰が行われたほか、新型コロナウイ

ルス対策として中小・小規模事業者への支援を重点に置いた大型経済対策の早期実施などを求める決議

が採択されました。 

 

第６０回商工会全国大会について（ご報告） 

VOL.20 

「たい焼き一匹からでも！気軽に立ち寄れるおやつ屋さん」 

マル経資金(沖経資金)とは、商工会の推薦による無担保・無保証・低金利の公庫融資制度です。 

ご利用には各種要件がありますので、詳しくは商工会へお尋ねください。 
  

 

 

金利 マル経 1.01%（沖経 1.11%） 

 

 

※令和 2 年 11 月時点 

令和元年度マル経融資斡旋実績累計 件数  68 件 ・金額 48,310 万円 

 令和元年度沖経融資斡旋実績累計   件数   3 件 ・金額  2,750 万円 

 

※上記制度のほか、新型コロナの影響を受けている事業所はコロナ関連の融資制度を利用

できる場合があります。まずはお気軽に商工会にご相談下さい。 

青年部部活動報告 献血事業報告 

 令和 2 年 11 月 13 日（金）イオン名護ショッピングセン

ター駐車場にて名護市商工会青年部主催の献血事業が実施

されました。会場では青年部員一同で声掛けを行い、献血に

ご協力頂いた方々には花の里づくりの会様よりご提供頂い

た花の苗をプレゼントいたしました。 

今年度は新型コロナウイルスの影響により献血車両 1 台

に減らしての開催となりましたが、受付者数 88 名、総献血

者数73名と 1台当たりの献血者数としては例年以上のご協

力を頂き、無事に事業を終えることが出来ました。 

献血にご協力頂いた会員の皆様、会場に駆けつけ応援頂

いた理事・女性部・青年部 OB の皆様、会場をご提供頂いた

イオン名護ショッピングセンター様、プレゼント用の花の

苗を提供頂きました花の里づくりの会様、ご協力誠にあり

がとうございました！ 

11 月 20 日(火)に北部支部の合同視察研修が開催され、名護市商

工会女性部からは 6 名の部員が参加しました。 

視察先は、今年 10 月に新規オープンしたばかりの万座毛周辺活性

化施設をはじめ、恩納ナビーの歌碑・おんなの駅を訪問し、恩納村

の歴史・文化・観光等の分野について、関係者より説明を受け地域

活性化への取組みを学びました。 

「おんなの駅」では、コロナの影響による来客者の減少にめげるこ

となく、創業時からの苦難を乗り越えてきた経験を活かし、前向き

な経営に取組んでいる話をお聞きして、大変良い刺激を受けました。 

また、北部広域による合同研修を通して、他の市町村の女性部と

の情報交換と交流も深められ、有意義な研修となりました。 


